
御嶽山に抱かれた王滝村 
王滝村は、山岳信仰の信者を全国から集める霊

峰御嶽山（標高 3,067m）に抱かれ、日本一のヒノ

キの美林が広がる美しい村です。王滝村はその名

の由来が示すように御嶽山と切っても切れない

関係にあり、歴史的にも地理的にも御嶽山ととも

にあります。７合目に位置する田の原天然公園

（標高 2,180ｍ）からの登山道「王滝口」は、山

頂まで約３時間で数あるルートの中で最も利用

者の多いコースとなっています。  

王滝村の面積は 310.86 平方キロメートルと、

村としては長野県で１番、全国では１１番目

（2010 年 4 月現在)の広さを持ち、中心地の標高

は 920～940ｍで県下でも屈指の山間高地にあり

ます。 

また、年間平均降水量は 2,500mm前後と長野県

でも有数の多雨地帯で、冷涼な気候と高い晴天率

等と相俟って、村内にはキャンプ場やスキー場の

ほか宿泊施設などもたくさんあり、涼を求めて村

を訪れる人で賑わっていました。 

 

９月２７日の御嶽山噴火 

 平成２６年９月２７日（土曜日）、多くの登山

客で賑わっていた御嶽山は突然水蒸気爆発を起

こし、剣ヶ峰頂上付近にいた方々を中心に行方不

明者も含め６３名の方が犠牲になりました。 

 これにより王滝村村道４１号が八海山より上

部が通行止め、火口から４kmの範囲内は噴石の

危険により立入禁止規制となりました。その後

規制範囲は半径２km 以内に縮小されましたが、

避難施設が整備されていないこともあり、なお

「田の原遥拝所」から上は入山規制中です。 

  

観光への影響 

「特に観光への影

響は甚大でした。」と

話すのは、王滝村役

場総務課の橋本悟志

総務課長補佐。王滝

村人口は２７年１１

月現在で８４２人 

（４０３世帯）です

が、村民の７割が何

らかの形で商業・観

光業に携わっていま

す。噴火の翌月にあ

った村内旅館の予約客に２百名以上のキャンセ

ルが出たほか、村の観光の主体である「おんた

け 2240スキー場」の１２月５日からの開場を断

念、２７年２月２６日にようやく開場にこぎ着

けました。 

「おんたけ 2240スキー場」は１２月初めにオ

ープンし５月連休まで滑ることが出来るスキー

場で、多い時は年間６０万人を数えるスキー客が

訪れていました。ここ数年は年間５万人程度に落

ち込んでいましたが、噴火後の昨シーズンはさら

に２万２千人にまで減少しました。 

２６年の南木曽町土石流災害（７月）による中

央西線不通による影響でも利用客が 3割減少しま

したが、追い打ちをかけるように発生した御嶽山

の噴火でさらに旅行客が 7割減少しています。中

でも宿泊客の減少が痛手です。 

 

（田の原遥拝所の絵馬） 

 

（入山規制標識） 

■ ネットワーク委員会による被災地ルポも今回で３回目となりました。東日本大震災から 1000日を経

過した南三陸に始まり、翌年は２５年１０月の記録的豪雨により被災した大島を訪ねました。今回は昨

年９月２７日突然の噴火により登山客５７名が亡くなり、なお５名が行方不明となっている御嶽山。そ

の山麓にある王滝村の被災状況と復興への取り組みについて現地ルポをお届けします。 



復興に向けて 

このことは当然村民の雇用に影響し、長野県の

緊急雇用創出事業によって新たな雇用先の人件

費を肩代わりする支援を受けています。また旅館

等については宿泊客減少による減収は如何とも

しがたく、併せて村でも税金の減免措置などを行

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木曽の観光客はこれまでは中京方面・静岡方面

からの方々が中心で、そのこともあって木曽川下

流地域への集客キャラバンを行ってきています

が、残念ながら集客に結びついているがどうかは

不明。 

一方、首都圏方面からの観光客は、中央アルプ

スを貫き伊那で中央高速道とつながる「権兵衛ト

ンネル」（全長 4467m）が平成１８年に開通してか

らアクセスが良くなったこともあり増加してい

るようです。 

現在、長野県は宿泊客を増やすキャンペーン

『つながろう木曽・応援ありがとうキャンペーン』

（隣町の木曽町出身の俳優田中要次氏を起用）を

展開しています。１０月９日から２８年３月末の

間に宿泊したお客さまに、２０００円相当の買い

物等ができる『（木曽さぁイコー！）優待券』を

差し上げています。 

王滝村の「おんたけ 2240 スキー場」も今シー

ズンは１２月４日にオープンしています。アクセ

スが飛躍的によくなった「権兵衛トンネル」を利

用して、御嶽山の山懐を訪ねてみてはどうでしょ

うか。 

 

（キャンペーンポスター） 

 


